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	後期 HAPii+2026 ホスピタルアートプロジェクト 
	応募期間  9月24日(木) 17：00 〜 9月30日(水) 23:59 
	エントリーフォームから応募 
	❏​単位認定　2単位　（自由選択科目・準正課科目） 
	❏​参加対象　全学科・1~4年　 
	❏​定員　30名程度 
	❏​活動日　月曜日5限・定例ミーティング／定期開催   
	❏​ 担当教員　​由井 武人 （特任講師)    箭内 新一（芸術教養センター）　​連携協力：  秋山愛夏（社会医療法人同仁会 耳原総合病院）　楠本祥子（株式会社 大伸社ディライト） 
	❏​プロジェクトの特徴　(経験できること、身に付く力) 
	●​全国で取り上げられることが多くなったホスピタルアートを学生の立場で経験・実践することができる。 
	●​医療現場の実情を知り、社会に不可欠な施設に対して芸術がどのように貢献できるかを実感できる。 
	●​社会に対して制作や企画運営を自分たちで進めていくことで、主体的に活動できる力が身につく。 

	❏​スケジュール（概要）※予定は変更になることがあります。 
	 
	ロ​応募にあたっての注意事項 



